
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 1日（月）に、新設鹿島高校の第一期生の卒業証書授与式を赤門学舎体育館で行い

ました。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスク着用での式典や在校生や保護

者様の出席制限など、さまざまな制約がある中での挙行となりましたが、式の様子を大手

門体育館でオンライン同時配信するといった新たな取り組みも行いました。 

高校生活最後の日を迎えた３年生一人ひとりを担任が呼名し、卒業生全員が卒業証書を受け取りました。在校

生を代表して生徒会長の大鋸亜依さんが、「鹿島高校の伝統を引き継ぎ、先輩たちを見習って懸命に過ごします。」

と送辞を述べました。これを受けて３年５室の古賀結士さんが、「鹿島高校一期生としての誇りを胸にそれぞれ

の場所で、社会に貢献できる一人ひとりになることを誓いたいと思います。」と答辞を返しました。 

最後のホームルームでは、記念撮影などが行われ、クラスメイトとの別れを惜しむ姿が見られました。卒業生

は２７１名、それぞれが進学や就職など選んだ道へと進んでいきます。 
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普通科 2年の川﨑花笑さんが令和２年度 善行児童生徒表彰（県教育長表彰）を受

けました。 

佐賀県教育委員会では、人命救助や奉仕活動などの善行を行い、他の模範となる

児童生徒個人や生徒会、委員会などの団体に対して、「善行児童生徒表彰（県教育長

表彰）」を行っています。川﨑さんの受賞理由は、「学校の歴史を調べ、鹿島高校の前

身の一つである女学校の生徒らが空襲等の犠牲となっていることや追悼会が途絶え

ていることを知った。そこで、追悼会の復活を発案し、学校や同窓会長らへの協力を

依頼するとともに賛同する生徒を増やし、２７年ぶりに遺族や生徒ら約７０名で追

悼会を実現させた。この取組により追悼会を引き継いでいこうという気運が学校で

生じ始めている。」ということです。平和への願いが、時代を超えて今の鹿島高校生に受け継がれています。 

 

 

 

《佐賀県教育長表彰》  

2年 川﨑 花笑（白石中） 

 

《佐賀日めくりカレンダー2021》 
＜イラスト採用＞ 

（掲載日）  
1年 永田 蓮華（塩田中） 1月 21日  
2年 中村 早希（西部中） 2月 2日 
1年 小野 晃希（白石中） 2月 4日   
1年 小池 千都（武雄中） 2月 18日  
1年 古賀 思結（西部中） 2月 24日 
1年 山本 哲也（福富中） 3月 20日  
2年 藤瀬 日々生（武雄中）4月 12日  
2年 竹下 澪 （東部中） 6月 13日 
1年 染川 美由記（西部中）6月 24日  
1年 山本 哲也（福富中） 7月 6日   
2年 一ノ瀬 堅介（塩田中）7月 17日  

 
《第 45回佐賀県高等学校臨書大会 》 
授業の部  
優秀 2年 小野 葉彩季（白石中） 
優秀 2年 平川 ひまり（塩田中） 
優秀 2年 小原 崇靖（嬉野中） 
優秀 2年 古川 蒼空（嬉野中） 
優秀 2年 山口 桃佳（吉田中） 
優秀 2年 森田 安美（西部中） 
優秀 1年 神代 果鈴（西部中） 
優秀 1年 白武 璃己（白石中） 
優秀 1年 吉田 凛 （塩田中） 
優秀 1年 井﨑 菜乃（有明中） 
優秀 1年 川﨑 恵月（有明中） 

 

表彰 

教育長表彰 

 

《第 45回佐賀県高等学校臨書大会 》 
授業の部 
 
優良 1年 馬場 琴未（西部中） 
優良 1年 杉原 雅 （武雄中） 
優良 1年 髙田 陽菜（東部中） 
優良 1年 中村 藍 （吉田中） 
 
優作 2年 小松 莉子（大浦中） 
優作 2年 一ノ瀬 俊輔（嬉野中） 
優作 2年 甲斐 凌大（西部中） 
優作 2年 末永 瑞希（嬉野中） 
優作 2年 植松 美菜（塩田中） 
優作 2年 川島 愛梨（大浦中） 
優作 2年 川原 綺華（嬉野中） 
優作 2年 大串 恵 （嬉野中） 
優作 1年 森 千愛 （有明中） 
優作 1年 有森 睦 （西部中） 
優作 1年 中村 莉奈（西部中） 
優作 1年 諸岡 悠大（塩田中） 
優作 1年 新宮 萌花（多良中） 
優作 1年 中原 陽毬（西部中） 
優作 1年 小池 萌依（西部中） 
優作 1年 渕上 颯太（白石中） 
優作 1年 村井 優希（嬉野中） 
優作 1年 本山 雅貴（白石中） 



 


